
ふるさと皆与志に誇りをもって
校 長 蓑毛 透

新入生５名が加わり，全校児童３０名で新年度（令和５年度）がスタートし一か月が経とうとしていま

す。子供たちは，新しい学級，担任の先生にも慣れ，楽しく学校生活を送っています。在校生も一つずつ

学年が上がりました。下学年のお手本となるよう，目標に向かって一日一日を大切に過ごしてほしいと

思います。

新型コロナで制限されていた日常生活も大きく緩和され，来月８日には，季節風インフルエンザ様の

第５類になる予定です。学校においてもこれまでの３年間，思うようにできなかった行事や様々な活動

を，コロナ前の活動に近い内容で実施できればと考えています。これまで同様，手洗いや教室の換気，

密を避けるなど，基本的な感染対策は取りながら，今年一年，教育課程に沿った学校運営を進めてい

きますので，ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

皆与志小学校は昨年，創立１３０周年を迎えました。今年度は，これまで築き上げてきた古き良き伝

統を守りつつ，新しい考えも取り入れながら，先の１０年に向け新たな一歩を踏み出す年にしていきた

いと思います。また，今年度から皆与志小学校も，学校運営協議会を設置した，コミュニティ･スクール

として動き出します。（コミュニティ･スクールとは，学校運営に地域の声を積極的に生かし，地域と一体

となって特色ある学校づくりを進めていく仕組みです。）これまで以上に，学校，家庭，地域がしっかりと

連携を図り，地域の学校としての機能を果たし，子供たちのより良い環境づくりに努めていきたいと思

います。学校教育目標も「ふるさと皆与志に誇りをもち 明るく健やかで 学び続ける子供の育成」と

変更しました。ふるさと皆与志の良さを最大限に生かし，正（進んで勉強する子ども），健（心も体

も強い子ども）愛（礼儀正しい子ども）の校訓のもと，明るく元気に何事も進んで取り組み，

頑張る姿を，教児共に見せていきたいと思います。

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。

※ 変更になる場合がありますので，週報等でご確認ください。

1 （月） 体力・運動能力・運動習慣調査 ２０ （土） 運動会会場準備（地域の部）

２ （火） 不審者対応訓練（５校時） ２１ （日） 幼・小・校区合同運動会

９ （火） 納金日 放課後こども教室開講式 ２２ （月） 振替休日

１０ （水） 歯科検診 ２３ （火） 朝読書（読み聞かせ）

１３ （土） 風水害避難引き渡し訓練 ２５ （木） 救出！プールの生き物たち（5校時）

（安心・安全メール確認） 環境美化活動（3校時）

１４ （日） 田んぼの溝上げ 30 （火） プール掃除

１５ （月） 教育実習（～６/２まで）

１６ （火） 第１回学校運営協議会 上地域の卒業生が教育実習を行います。運動

１９ （金） 運動会会場準備 会にも参加予定です。よろしくお願いします。
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校 長 蓑 毛 透
教 頭 東 幸 枝
１ ・ ２ 年 植 村 悟
３ ・ ４ 年 松 下 豊 子
５ ・ ６ 年 山 之 内 治 〇
さ く ら 谷 口 琴 美 〇
ひまわり 道 上 正 彦
養護教諭 外 室 里 子
事務主査 福 屋 正 幸
学校図書館司書 濱 田 泉
特別支援教育支援員（兼務）松 山 真 理 〇
学校用務 上 笹 貫 勝 志 〇
学校用務(兼務) 中 池 修 〇
給食調理員 横 瀬 あ け み
給食調理員 竹 下 智 美
給食調理員 小 野 め ぐ み
地域コーディネーター（兼務）上 薗 隆 一

〇は新しく着任した教職員です。一年間どうぞよろ

しくお願いいたします。

６日，PTA会長様をはじめ１３名のご来賓の方を

お招きし，在校生，保護者の方々，職員に見守られ，

令和５年度入学式を実施しました。 校長先生のお

話をよく聴き，担任からの呼名に元気よくお返事でき

た１年生でした。

また，児童を代表してお祝いの言葉を述べた６年

生は，内容のすべてを何も見ずに伝えることができ，

最上級生としての立派な姿をみせてくれました。

７日から本格的に学校生活が始まりましたが，給

食もモリモリ食べ，昼休みも元気に外で遊んでいま

す。

これから毎日，交通安全教室で身に付けた歩道の

歩き方や横断の仕方を実践し，交通ルールを守って

安心安全に登下校することと思います。皆与志の子

供たちを見かけた際には，温かく見守ってくださいま

すようよろしくお願いします。

令和５年度 職員紹介

ご入学おめでとうございます

「特別支援教育は，障害のある幼児児童生徒

にとどまらず，障害の有無やその他の個々の違

いを認識しつつ様々な人々が生き生きと活躍

できる共生社会の形成の基礎となるものであ

り，我が国の現在及び将来の社会にとって重要

な意味を持っている。」

「特別支援教育の推進について」～H19.4.1文部科学省

この通知を受け，本校でも支援を行っています。

通常学級 特別支援学級

担任指導 支援員 教科学習だけ

見守り でなく自立を目指

支援 した指導を行う。

学級担任と連携し学習面や行動面で「困ってい

る」児童の支援をします。今年度は週に2日（火・

木）子供たち一人一人のニーズに合った支援を行

う予定です。必要に応じて，学級全体を見ながら

個別に支援を行っていきます。例えば，「担任が指

示した問題を聞き逃しどこをしてよいかわからな

いときに声をかけてくれる」「問題を解きながら分

からないところを一緒に考えてくれる」などその子

によって支援内容や方法は様々です。子供たちか

らは「おたすけ先生」とも呼ばれていて，困ったとき

にそばにいて安心する先生です。

13日（土）に５・６年生が「た

けのこ堀り」を実施しました。今

年度から，宮ノ平町内会の宮脇

様にご協力いただけることにな

りました。

掘り方を丁寧に教えていただき，子供たちは

見つけた「たけのこ」を鍬を使って掘りました。持ち

帰り用と学校給食用にもい

ただき大満足の子供たちで

した。給食では，煮物として

提供されました。

ご協力ありがとうござい

ました。

特別支援教育について

特別支援教育支援員とは

皆与志の自然を満喫


